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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日時：令和４年８月２３日（火）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 第二会議室 

 

３．出 席 者 

（委 員） 

公 益 代 表：瀬 崎 雅 弘、佐々木 卓 也、遠 藤 泰 子 

保険医保険薬剤師代表：小 西 史 人 

被用者保険等代表：山 下 秀 樹 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、畑 山 陽 子 

種 市 嗣 彦 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長：田 中  誠 

国 保 年 金 課 長：山 田 直 樹 副参事兼課長補佐：石 井 美代子 

国 保 係 長：髙 橋 涼 平   

保 険 税 係 長：豊 川 奈津子  

 

４．欠 席 者 

公 益 代 表：田 嶋 孝 安 

保険医保険薬剤師代表：樋 口 茂 樹、中 山 宏 祥、澤 上 大 樹 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時３０分〉 

 

司 会：それでは定刻となりましたので、ただ今より「三沢市国民健康保険 運営協議会 

を開催いたします。初めに定足数についてご報告いたします。本日は、「樋口委

員」「中山委員」「澤上委員」「田嶋委員」から、欠席との報告を受けております

ので、本日の出席委員数は９名です。定足数を満たしておりますので、本日の会

議は成立することをご報告いたします。 

 

それでは、瀬崎会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長：委員の皆様にはご多用のところ、また暑い中ご出席いただきましてありがとうご

ざいます。 

さて本日は、「令和３年度 三沢市国民健康保険特別会計決算見込み」が議題とな

っております。 

皆様のご意見をいただきながら進めて参りたいと考えておりますので、ご審議の

程、よろしくお願い申し上げまして、挨拶といたします。 

 

司  会：ありがとうございました。それでは、これより議題に入ります。 

議長は、協議会規則第３条により、会長が務めることと定められておりますの 

で、瀬崎会長に会議の進行をお願いいたします。 
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議  長：それでは、議題に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思います。 

山下委員、鷹架委員の両名を議事録署名人といたします。よろしいでしょうか。 

 

    「はい」という声あり。 

 

議  長：山下委員、鷹架委員、よろしくお願いします。 

それでは、次第に従いまして進めてまいります。 

はじめに、「令和３年度 三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについて」事務

局に説明を願います。 
 

事 務 局：（市民生活部 田中部長より「令和３年度三沢市国民健康保険特別会計決算（見込

み）」について説明 

 

議 長：ただいまの事務局の説明について、ご質問がありましたら挙手をして、ご発言く 

ださるようお願いします。 

 

山下委員：12ページの収納状況の資料ですけども、私からの意見なんですが、令和３年度は

91．9％と収納率がなっておりますが、元年度、2年度、３年度と年々上がってい

るということで、コロナ過で厳しい状況の中頑張っているなと率直な感想でござ

います。 

     一方で、下の方に県内１０市の保険税収納率見込という資料がありますが、県平

均が 93.91％ということで、三沢市が約 2ポイント足りないということで、平均を

超えるような形で頑張っていただきたいなと思います。 

     また順位の方も去年は 40市町村中 39 位だったと記憶していますが、3年度は 38

位で一つ上がったということで、引き続き頑張って順位の方上げていただきたい

と思います。 

     青森県との協力連携を大切にし、他の市町村の取組みを教えていただいて参考に

していただくのもいいのかなと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

     以上です。意見です。 

   

会 長：他にございませんか。 

     佐々木委員 

 

佐々木委員：ただいまの収納率の関係で、確かに毎年上がっている状況の中で、今年 2 月に

各委員に配布された収納対策に係る事務局からの回答の中に、新年度から来庁

不要でクレジットカード決済ができる仕組みを取り入れる予定であるというこ

とで、納税者の利便性や収納率向上の推進に努めているというようなことがあ

りましたけれど、その辺のところの新たな取り組みの説明をお知らせ願いたい

と思います。 

 

事 務 局：お答えいたします。 

クレジット決済につきましては、決済、支払い方については、徴収担当が税務課

ですから、そちらの方で手掛けている事ではありますが、以前は、市役所窓口で

なければ決済出来なかったんですが、これは自宅でもできるようになり、一歩前

進ということで、6月くらいだったかと思いますが出来るようにしています。 

国保では収納対策、収納率アップという面では収納額はある程度固定されていて、
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これに対して調定額、賦課する額と収納額とその割合で収納率が決まりますが、

税の軽減というのがありますが、7割軽減、5割軽減、2割軽減。例えば未申告で

あれば、軽減が受けれず高い税額で賦課されているという状況の世帯が結構数あ

りますので、申告していない方には適切に申告し収入が低いことが判明すれば軽

減を受けていただいて調定額を小さくする事でも申告の推進に力を入れておりま

す。 

 

佐々木委員：ありがとうございました。 

      いただいた国保新聞の方にペイジーというのがありまして、収納率の向上に役

立っていると段々とやってきていて、大都市が多いですが口座振替にも関係す

るんだけれども今後検討していけば良いと思います。これは意見です。 

 

議  長：他にありませんか。 

     ありませんか。 

 

     私の方から 1 点だけ。マイナポイントが今年 2 万ポイントということで、マイナ

ポイントの普及率は上がっているんですか。 

 

事 務 局：マイナンバーカードの取得率ということでございますと、県内の市町村の順位で

いきますと、三沢市は二年前の状況で横浜町に次いで県内 2位の取得率だっ

たんですが、公務員に取得を推進していて三沢市は自衛官もいますので、三

沢市の取得率は高い方でございます。現在の順位は分かりませんが、高い順

位で推移しているものと思います。 

 

議  長：先程の部長の説明にマイナポイントの話が出てましたので、ちなみに普及率は上

がってるのかなと思いまして。 

 

事 務 局：国保側としましては、保険証と紐づけるということが出来ますので、その紐づけ 

も自宅でもスマホとかパソコンで出来るのですが、市役所の市民課の窓口で紐づ

けの操作の手助けに職員も出向いたりしております。 

     ポイントのつけ方については DX推進課の方で手助けしながら進めています。 

      

 

議  長：ほかにございませんか。 

無いようですので「令和３年度 三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについ

て」は、承認することといたします。 

 

議  長：次に、「その他」の国民健康保険料（税）水準統一に向けた取り組みについて事務

局から説明を願います。 

 

事 務 局：先日、県主催での意見交換会が開催され、国民健康保険料水準統一に向け少しず

つ動き出したところですので、今日は委員の皆様に情報提供ということで、

お知らせしたいと思います。 

 

     資料の 1ページをご覧ください。 

平成３０年度から国民健康保険制度が県での財政運営となり、今後、国民健康保

険制度の目指す姿として、県内どの市町村に居住していても、同じ所得水準・同

じ世帯構成であれば同じ保険税額となる「保険料水準の完全統一」を目指すこと

になります。 
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次に資料 2 ぺージをご覧ください。 

その中で目指す形としては、資料の４項目が掲げられており、まずは、その中の

（2）の算定方式を令和７年度までに市町村が３方式へ移行することになっており

ます。三沢市の算定方式としては、現行、所得割・資産割・均等割・平等割の４方

式となっており、これを、資産割を廃止して３方式へと移行するものです。 

 

次に資料 3 ページをご覧ください。 

算定方式の統一する際の課題としましては、この算定方式・賦課割合は市町村ご

とに条例で定められているもので、県内では 4 方式・３方式・２方式を採用して

いる現状であり、３方式へ統一する必要があります。 

 

対応としましては、資産割により賄っていた分を低所得層への影響を考慮しなが

ら、どのように振り分けていくかなども検討していく必要があります。 

 

次に参考ですが、算定方式がどのように変更となるか図にしております。 

資産割額を廃止し、３方式へ移行することになります。 

 

その下の表は県内保険税の算定方式の採用状況です。 

令和３年度の県内市町村で、３方式採用市町村は１４市町村で４方式採用市町村

が２６市町村となっております。割合としては、３方式が 35％、４方式が 65％と

なっております。今後、この４方式採用市町村が３方式へ移行に取り組むことと

なります。 

 

県における今後の統一にむけた取組み予定につきましては、令和４年度から５年

度にかけて、WG の開催、国保主管課長会議などを開催し意見交換及び課題共有

しながら第３期国保運営方針の決定をした後、各市町村が令和６年度には３方式

による賦課割合を決定、条例改正する予定となります。 

 

今後も、また委員の皆さんへ随時、情報提供し意見を頂きたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

議  長：ただ今、事務局より説明がありましたが、質問がありましたら挙手をしてご発言

くださるようお願いします。 

 

    「なし」との声 

 

なければ、次の説明についてお願いします。 

 

事 務 局：「国民事業優良都市視察研修について」ですが、新型コロナウイルス感染症の状況

が依然として拡大が続いておりますので、今年度も見合わせるということに

なるのかなと考えておりましたが、議会の方では議員視察などは実施してい

るようなので、これについていかがなものかお諮りしたいと思います。 

     また、昨年１１月に行った国保運営協議会委員上十三支部研修会ですが、 こち
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らも、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら開催について意見など伺いた

いと思います。 

 

議  長：このことについて、何か意見等ございますか。 

     事務局としては、今のところは実施をやめたいとのことですが、市議会の方では

全国的には拡大しておりますが、どこにいても同じ状況でありますし、尚且つ政

府としても行動制限はしないということで議会の方は視察研修に行っております

のでそれを踏まえて、これは二年に一回ですよね？三年に一回。ということであ

りますので、委員の皆様の任期は来年までありますので、それも踏まえて今年度

行くか、または来年度へ回すかということをご意見お願いします。  

 

     坂本委員どうですか？ 

 

坂本委員：研修に行っただけの効果を私たちが発揮できるかどうかとなるとちょっと自信が

ない。そこが専門的になれるかどうかという所も含めて 

 

議  長：それについては順序不同でこのまま行くとしたらどういう風な課題をもって視察

するか委員の皆様にお諮りして研修先を決めると思いますので、その辺はあまり

気になさらず、研修の内容は別として行くか行かないかの判断だけでそれだけの

判断をお願いします。なかなか判断は難しいと思いますけど、待っても待たなく

ても同じ状況ですので、それも踏まえて。 

      

     種市委員どうですか。 

 

種市委員：今のニュースを見ていれば数字が高止まりみたいな感じで毎日報道されています

のでそういった点では、個人的にはあれですけど公にはなかなか難しいとは感覚

的に思っています。 

 

議  長：畑山委員どうですか。 

 

畑山委員：自分自身も色んな面を考えた時に、ちょっと難しいかなと不安なところもあるし、

活動的に何かをしたいという気持ちもあるしちょっと・・・・・・・ 

 

議  長：山下委員どうですか。 

 

山下委員：そういった活動・経験をして今後の発展に寄与する為に、そういった勉強会とい

うか経験というのは必要ではないかと思います。 

 

議  長：小西委員どうですか。 

 

小西委員：私は視察旅行とか研修旅行というのは目的があって然るべきだと思っております

ので、やるかやらないかを先に決定するのではなく、目的、成果に対する期待が

先行するべきではないかと思っております。 

 

議  長：佐々木委員どうですか。 
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佐々木委員：行くならみんなで行ければいいと思いますけれども、心配な方もいらっしゃい

ますし、行動制限がかかっていないと言いながらも、裏にはみんな気を付ける

というのもあるので、聞いてみたら 3 年に一回ということで、来年も残されて

いるし、コロナの状況ももしかしたら収束するかもしれないのでまだ様子をみ

てもいいのかなと思います。 

 

議  長：遠藤委員どうですか。 

 

遠藤委員：不安な方もいらっしゃるので伸ばしてもいいと思います。 

 

議  長：皆さん不安な方もいらっしゃいますし、小西委員からも目的をはっきりさせると

いうことですのでとりあえず今年度は見送って来年度に焦点を当ててその間に

どの様な視察項目がいいのか意見を聞きながら、来年度に実行するようにして

欲しいと思いますので。それでよろしいでしょうか。 

 

      「はい」という声 

 

      2件目の国保運営協議会委員研修会について、事務局としては 11月頃と思って

いたけれどもコロナが拡大しているので見送りたいということで、これについ

てはどうでしょうか。 

 

      上十三地区だけですよね？限定はされますけども、毎日の感染者をみると南部

の方も全然減らないというのもありますので、200 人前後で推移しているとい

う状況ですので、なかなかマスクをしていても難しいかとは思いますので、こ

れも皆さん同じだと思いますのでこれも見合わせて来年度に焦点を合わせて行

った方が良いかと思いますがいかがでしょうか。 

 

       遠藤委員 

 

遠藤委員：研修会に関しては、例えばリモートとかそういった形でもできるかと思いますの

で、そういうのを来年提案していくというのもあるのではないかと思います。 

 

議  長：いま、遠藤委員からリモートでという話がありましたが、出来ますか。 

     上十三支部の研修をリモートで開催するというのは可能ですか。機材の関係とか

もあると思いますので。 

 

事 務 局：会議をリモートで出来る装置、何台あるかはわからないですけど実際やっており 

ますので、運協の委員の皆さんですので、それぞれの市町村に集まってやるとい 

うのも一つあるのかなと思いますので、探ってみたいと思います。 

 

議  長：リモート会議との提案がありましたので、委員の任期が来年までありますので、

それまでに。上十三支部の研修は毎年やっておりますね。皆さんの知識の向上と

ありますので極力実行する方向で検討お願いします。 
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     その他に皆さんからご意見とかございますか。 

     「ありません。」 

 

     ないようですので、以上、本日の会議は終了いたします。ご協力ありがとうござ

いました。 

 

 

司  会：以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

〈閉会：１４時０５分〉 

 

令和４年８月２３日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長    瀬 崎  雅 弘     

 

 

議事録署名人              山 下  秀 樹     

 

 

議事録署名人              鷹 架  良 子     


